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北海道にわ、ける鋳物砂について(第1報)

菊地千 之

On the Foundary Sand in Hokkaido (Rept. 1.) 

Kazuyuki Kikuchi 

Abstract 

By the same method as A.F.A.， the author measured the permeabHity and porosity of 
the casting sand used in Hokkaido whi巴his the main factor dete;:mining its usefulness. 
And then， discussed the results comparing with available sands in Japan. 

The author aims to investigate the property of sand and improve ite quality， in such a 
way as to find the superior one. 

1. 緒雷

鋳物の製作に営って用いる鋳物砂の良否が， 製品の出来，不出来に大なる関係を有する

ととは今夏申すまでもないととでるる。鋳物砂の性肢に闘する研究は従来から多く護去され

ているが，本道産の砂については前川氏1)の研究が護去されているのみである。

鋳物砂の性質を調査するには，その物理的・化墜的性質を研究する必要があり， さらに

地質的成悶をも探求するととが必要である。 とのととから筆者は本道産鋳物砂のうち比較的

債く用いられているこ2 三の砂についてそれらの物理的性質を明らかにし， かつ比較検討す

るために本研究を行った。

II. 供試材料

供試材料 4 鋳物砂として有川砂，野幌砂，清虞布砂，公よぴ新しく見出された妹背牛

附近産出の砂(とれを妹背牛砂と呼ぶととにする)について未使用の欣態でるる砂の静性質を

調査した。 三えにこれら供試材料の化製成分，粒度たよぴ粒W¥を示す。

1) 化事成分: 第 1表に示す。

1) 前川1:畿と鋼，第 34年，第四披， p. 14， 19. 
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指1表 化事成分

成

試料名
Si02 Ah03 Fe203 CaO MgO |灼 減

宥 JII 穆2 85.84 2.47 2.38 0.77 0.61 0.91 

野 幌 砂 72.64 4.85 4.83 0.79 0.57 9.09 

涜昆布砂 83.58 2.43 3.71 0.57 d.94 6.02 

妹背牛砂 82.36 4.86 4.05 0.25 0.22 6.02 

2) 粒 J 度

粒度を決定するため粘土分を沈澱法により分離除去した後， 飾分法によって粒度を測定

した。測定結果は累積重量曲線で示し， BOSWELLめの推定せる建物砂粒子排列の理想曲線を

比較のため挿入した。
第 2表試料の粒皮

測定結果を第 2表，第 1闘に示

す。 Mesh |一一ユ
有川砂|野腕砂|綿布砂|妹背牛砂

12 0.70 0.00 0.48 0.13 

20， 0.53 0.19 0.94 0.30 

30 0.84 0.46 0.71 0.25 

40 2.10 0.46 1.74 0.8~ 

， 50 3.00 1.67 6.35 3.01 

70 6:34 3.38 7.58 9.72 

100 7.42 2.97 45.50 31.65 

150 48.24 4.25 18.72 25.87 

200 18.92 41.79 6.42 11.03 

270 5.30 12.10 5.66 9.57 

Fig. 1. 粒度分布曲線 270以下 3.63 32.11 3.68 1.50 

2) 粒欣

粒度測定後の砂について偏光顕微鏡によりその形欣を測定した。 粒献を SαINElDER-

HAHN氏の分類法により分けると， Sub-Crystalline typeのものによってしンめられているロ そ

の分布欣態は 30-50meshでは Sub-Angularが多く， 70-100 meshでは Sub-Crystallinetype 

のものが多い。

III. 逼気度測定

1) 賞験方法

鋳物砂の物理的性質は種々の要素により色々に費化するもので，モの調査研究も各賞験

2) p. G. H. BoSWEJ.J.:“A Memoir on Briti日:hRωourceson Refra巴torySand for .Fournacωand 
Foundary Purp凶倒"p凶 t1. 
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者により異なった方法により行われているが，現在に~いてはアメ P カ鋳物師協合8) (A.F.A.、
に沿いて定めている方法たらびに装置がもっとも賞用的であり， かつ容易で正確度も保詮せ

られている。また日本撃街振興舎においてもとの試験法につ同て一部護表している。筆者は

A.F.A.の方法に準接して行った。

鋳物砂の物理的性質に劃して影響を興える要素として前越の粒度，粒扶，および砂粒の

混合欣態。ほかに粘土，水分，掲き固め回数，温度等がるる。 とれらの要素のうち本研究で

は水分沿よび掃き固め回数の饗化による題気度について賓験した。
/ ‘ 

i 水分の混和については，試料 200gr.を採り 105:t50Cの温度で1時間乾燥し，撞中冷 ‘

却後秤量して 5%，8%， 10%， 129杉， 149杉， 169話;の水分を興え，街閉容器中に入れて 24時

開放置して後試料とした。 ti.ゐ砂中の水分の測定については乾燥前後0重量差を以でした。

2) 質 験結果

上記の試料を用い， 水分の多少による遇策度の費化，掃き固め回敢による遇策度の費化

を賓験したととろ次の結果を得た。

a} 水分による通集度。費化

各試料について掲き間め回数をそれぞれ2，3， 4， 6固とし水分と通集度との関係を検し
'"、

た。 その結果を第 3表治よび第 2-5闘に示す。

.3畿 各水分値に望書する通気度

μ. :通気皮 P:渇朱魅力

蹴 料 ♂ 名

遇集度 有 }II 砂 野 幌 砂 清武布砂 妹背牛砂
水分 ，及

f島 き 国 め 凶 婁主
底力

2 I 3 I 4 1 6 I 2 1. ~ I 4. I e I 2 1 3 1 4 1 6 I 2 1 3?41 6 % 

B P μ 
8.2 6.9 5.9 5.4 10.8 7.6 5.9 5.0 26.4 15.5 13.9 11.4 10.2 9.5 8.7 8.2 
7.1 7.6 8.0 8.2 、 6，2 7.3 8.0 8.4 3.5 5.0 5.4 6.0 6.4 6.6 6.7 7.1 

P μ 
13.3 10.5 9.3 8.2 ]3.3 11.4 9.5 7.9 36.6 29.6 20.6 18，1 15.9 12.2 4.5 8.7 8 
5.5 6.3 6.7 9.1 5.5 6.0 6.6 7.2 2.6 3.1 4.1 4.5 4.9 5.8 6.6 6.7 

10 P μ 
16.9 14.5 12.9 11.4 21.3 19.9 18.7 15.6 42.3 38.4 30.8 24.5 22.0 18.1 15.9 13.7 
4.7 5.2 5.6 6.0 4.0 4.2 4.4 5.1 • 2.3 2.5 3.0 3.6 3.9 4.5 4.9 5.4 

12 P μ 
12.0 18.1 15.9 13.7 19.2 15.0 12.9 10.2 4'r.o 42.3 36.6 30.8 32.1 24.5 2M  16.4 
3.9 4.5 4.9 6.4 4.3 5.1 5.6 6.4 2.1 2.3 2.6 3.0 2.9 3.6 4.1 4.8 

14 P μ 
20.6 16.4 1145 .1 11.8 16.-9 13.3 11.4! 8.4 47.0 40.3 36.6 タ8.436.6 29.6 26.4 20.6 
4.1 4.8 .3 5.9 4.7 5.5 6.01 7.0 2.1 2.4 2.6 3.2 .2.6 3.1 3.5 4.1 

16 P μ 
16.4 13.3 11.4 9.5 15.0 11.8 9.9 6.6 41.6 38.4 33.5 26.4 35.0 27.3 23.6 18.7 
4.8 5.5 6.0 6.6 5.0 5.9 6.5 7.7 2.2 2.5 2.8 3.4 2.7 3.3 3.7 4.4 

3) Tran鎗 ctions，American Foundrymen's Association. Vol. 31， p. 689， 1924. 
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Fig. 2. 水分と遇策度との閥係 Fig.3. *'分と連総皮との閥係
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Fig. 4. 水分と議集度との関係
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Fig. 5. 水分と湿気度との関係

との結果から見れば， 一般に信ぜられている通り低水分にて通気度悪く，中水分Kて良

好と成り，高水分にでまた悪くなる。今各試料にワいての

最良水分値を求めれば第 4表の如くなる。

b) 掲き固め回数による通気度の捷化

各試料について同一水分値に封ずる措き固め回数を費

イじさせたときには，揖き間め回数の増加につれて通気度が

減少するととは第 6-9闘により明らかとなる Q とれによ

り寅際の場合において揖き固めが如何に困難でるるかが知

第4表最真水分催
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Fig.6. 遇策皮と鵠き固め回数との関係
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Fig. 7. 語気度と論告国b回数との関係
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遇策度とf島脅固め回重量との関係 Fig.9. 湿気度と檎き困占う回霊堂との関係

IV. 費験結果の様討

以上の賓験結果からして， 道産鋳物砂の各々に関する性朕D一部が次の通りであるとい

う事が云える。
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第 1固から Lて粒度分布は内地産の砂に比較して非常に惑い。 すなわち通気度沿よび銭

肌に封して多くの影響を興える要素とたる砂類の分布が全般にi尼類の方にかたよっている。

しかし野幌砂を除いては小型器物用として十分用いるととができる。

粒度分布からだけでは，有川砂が他に比較して優れているというととが云える。

遇策度に闘しては多大の影響を興える水分， 掲き固め回数は前掲の闘から知れる如く，

供試材料中清員布砂が最良の値を示し，とれに績いて妹背牛砂がるる。不良なf直を示してい

るのは野l院砂であるととが知れる。

今揚き聞め回数2とした場合の最良水分値と遇気度の関係をみるに弐の如くなる。すな

わち清昆布砂の最良水分値は 139杉でとの場合通気度は 48ふ野幌砂は 10%で21.2を示して

いる。 しかし水分。量多きに過ぎるときは不良鋳物を生歩る原因のーっとなるl故，水分量は

少量なるととが望ましい。

以上の観酷からして語気度，7K分，粒度ともに平均して優良な鋳物砂は有川砂であると

いうととが云えよう。 しかしとの砂とて内地産D砂に比較すれば多少劣っているが，普通の

小型鋳物用としては無難なものでるると云えよう Q

v.結語

本質験は北海道産優良鋳物砂の探求という目的のための一部分であり， さらに今後各供

試材料についての粘結性，耐火度等~調査して前越の結果と比較検討するととが必要でるる。

とれに関しては迫って第2報として護表の議定である。

な~本研究の一部は文部省科撃研究交付金によってなされたものである。

経りにのぞみ本研究の鍾説子に営り御指導を得ました北大生産治金科幸問教授元室蘭工専

森田教授挫び、に色々と便宜を輿えられた機械科・冶金科教室。方方に謝意を表する次第でる

る。

(紹和 25Jf.1O月 31日受付)


